平成24年度
第31回　兵庫連盟ベンチャースカウトフォーラム

実 施 報 告 書
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日時
平成24年9月1日（土）～2日（日）
場所
兵庫県高等学校野外活動センター（あさぎり寮）
日本ボーイスカウト兵庫連盟
県ベンチャーフォーラムの位置づけについて

　スカウトフォーラムは、1969年にフィンランド・ヘルシンキで開かれた第21回世界スカウト会議に取りあげられ、次のように決議された。

『本会議は、本運動の諸決定をくだす過程に少年の意見がもっと組みいれられるようにするため、各国連盟および地域が青少年の会議ないしスカウトフォーラムを開催する事を奨励する』。

この決議は、いろいろな国で実行に移され、世界各地でスカウトフォーラムが実施されるようになった。

日本では、1978年の第7回日本ジャンボリーにおいて、スカウトフォーラムを積極的に展開し、『日本のスカウトが互いにもっと話し合おう』というアピールが採択された。この採択をうけ、今後１～２年おきに全国スカウトフォーラムを展開し、スカウティングにより多くのスカウトの意見を組みいれることが決まった。

各都道府県連盟でもこの採択を受け、また全国スカウトフォーラムに都道府県連盟ごとの採択文をアピールするため、定期的にスカウトフォーラムを開いている。兵庫連盟でも、『シニアーフォーラム』といった形で、旧課程であるシニアスカウトによるフォーラムを開催してきた。現在もなお、青少年の意見を組みいれるための方策はそのままに、『ベンチャーフォーラム』という形で継続している。

特に今回のような県ベンチャーフォーラムは、地区での採択文および地区選出の代表スカウトが集い議論する場であり、自分達の行動指針を定めた採択文を作成すると共に、県連盟選出の代表スカウトを選出するという目的が存在する。
その議事運営には県下のVS代表であるVLACが携わり、彼らの後方支援にユース委員会・県コミッショナークルーがついている。
今回のフォーラム開催にあたり、特に気を付けた点
　今回の位置づけとしては、11月に開催される『第19回全国スカウトフォーラム』に参加する代表を選出するという目的がある。そのため、今回のベンチャーフォーラムに参加する代表スカウトには、相応の資質が必要である（これは県下のVS代表であるVLACも同様である）。

　そのため、今回の参加条件を『地区ベンチャーフォーラムに参加し、そこで代表スカウトとして選出された代表VS２名まで』とした。

また１泊２日での開催によって、ベンチャースカウト間の横のつながりの形成を促すとともに、時間をかけてじっくりと議論を行う事、そして採択文をも含めて『印象に残るフォーラム』の実現につとめる。

さらに、近年までは独特な方法でフォーラムを開催していたが、全国スカウトフォーラムの運営方法の良いところを取り入れ、随所で活かすようにした。具体的には、サブテーマを全国フォーラムに合わせる事・ファシリテーターの導入・仲間作りとしてのアイスブレイクの実施・明確な休憩時間の導入・成人指導者の支援のハード面とソフト面のすみ分け・具体的なアクションプランおよび提言文の策定などである。
　この県ベンチャーフォーラムが、各地区から参加した代表ベンチャースカウトが採択文に基づいた各種のアクションを起こし、間接的に県連盟全体のベンチャー活動を活性化させるきっかけになることを強く願う。
平成24年度　第31回　兵庫連盟ベンチャースカウトフォーラム　実施概要
	1. 目    的
	第19回全国スカウトフォーラム開催を受け、県下各地区代表ベンチャースカウトが一堂に集いフォーラムを実施すると共に、富士スカウトを目指したベンチャー部門の活性化とスカウト自身の進歩への意欲を高める。

	2. テ ー マ
	『Creating a better World!!』－よりよい世界を創ろう－
①環境被害や自然災害に備える（Be prepared to respond to environmental hazards and natural disasters.）
②第２３回世界スカウトジャンボリー（The 23rd World Scout Jamboree）
③スカウティングとテクノロジー（Scouting and technology）
④ちかいとおきて（Promise and Law）

	3. 開催日時
	平成24年9月1日(土) 13:00 ～ 2日(日) 16:30

	4. 開催場所
	兵庫県高等学校野外活動センター「あさぎり寮」

	5. 主    催
	日本ボーイスカウト兵庫連盟

	6. 各地区へ
お願い
	別紙に従い、地区フォーラム実施報告および参加申込書を提出して下さい。
（報告書･申込書は8月26日(日)の地区コミ会議までに提出して下さい）

地区フォーラムを開催の上、地区代表スカウトを2名推薦してください。
地区代表スカウトの選出条件は以下の通りです。

・地区フォーラム参加者であること

・11月23日～25日の全国フォーラムに参加できること

当日の運営スタッフとしてユースおよびVLACの参加をお願いします。

VLACにつきましては、地区フォーラム不参加でも参加可能ですが、フォーラムで討議に参加するには地区フォーラムへの出席を条件とし、さらに、県代表として全国フォーラムへの参加を希望する場合はVLACではなく地区代表として申し込みをして下さい。

当日のサポート役として担当コミッショナーおよび指導者の参加もお願いします。

	7. 持 ち 物
	地区フォーラム実施報告書のコピー、筆記用具、歌集ほか資料類

	8. 参 加 費
	代表スカウト、VLAC、ユースの参加費は無料です。

指導者は、日帰り参加1,000円、両日参加1,500円を御負担下さい。


	指導者
	運営委員

	県コミッショナー
	清水　秀彦
	第11期VLAC代表
	淺海　定人(阪神北)

	県副コミッショナー

	家門　秀行
森地　一夫
大古　和子
高橋　正幸
	第11期VLACメンバー
	藤藪　彩(神戸)
森永　真生子(神戸垂水)
尾前　竣哉(西播)
田路　正典(西播)
藤原　璃沙(尼崎)

	スカウト委員会


	玉井　登
(淡路地区スカウト委員長)
	
	

	
	
	県ユース委員会
	白川　龍彦(神戸垂水)
田井　勇輝(尼崎)
伊澤　悠平(神戸)
入江　精(姫路)

	参加指導者

	宮井　達也(阪神北)
小野　徳之(神戸垂水)
川嶋　明廣(神戸垂水)
相良　三千夫(はりま)
糟谷　晃弘(姫路)
岡田　正義(西播)
	
	

	
	
	ユース年代
	槇田　真吾(神戸)
鯛谷　昭史(神戸)
藤澤　拓也(神戸)
岡田　章(神戸垂水)
野瀬田　和城(はりま)
梅田　華奈(はりま)


※黒田茂副コミッショナー・中村謙二副コミッショナーは欠席。

※堀内翔太・猪瀬智・松尾拓大・神生柚貴の各VLACメンバーは欠席。
班編成　　⑪…第11期VLAC
	班名
	禿鷹班
	ロマンティック班

	テーマ
	自然災害や環境被害に備える①
	スカウティングとテクノロジー

	メンバー
	東　優花（尼崎・尼崎14）

佐々木　優汰（阪神さくら・西宮３）

小森　勇輔（神戸垂水・神戸２）

米田　烈（はりま・明石５）

⑪田路　正典（西播・宍粟３）
	前野　大也（阪神さくら・西宮１）

⑪森永　真生子（神戸垂水・神戸39）

糟谷　真彩子（姫路・姫路16）

⑪尾前　竣哉（西播・宍粟３）

	ファシリテーター
	梅田　華奈（はりま・柏原１）
	⑪淺海　定人（阪神北・川西１）
サブ：入江　精（姫路・姫路７）

	班名
	ピヨちゃん班
	朱雀班

	テーマ
	自然災害や環境被害に備える②
	ちかいとおきて

	メンバー
	望月　哲（阪神北・伊丹11）

⑪藤藪　彩（神戸・神戸55）

渡邉　将玄（神戸垂水・神戸２）

林　和輝（西播・宍粟３）
	栗波　嵩也（尼崎・尼崎１）

広瀬　和之（阪神北・伊丹11）

福井　花菜（西播・宍粟３）

⑪藤原　璃沙（但馬・養父１）

	ファシリテーター
	槇田　真吾（神戸・神戸17）
	野瀬田　和城（はりま・明石２）


※基本的に、地区フォーラムでの討議内容を参考にしてテーマを決定した。
経過記録(日程表)

第１日　　9月1日（土）
	時間
	内容
	備考
	担当

	9:00
	スタッフ・VLAC随時集合／事前準備
	資料の整理・名札の作成
	スタッフ全員

	10:15
	スタッフ会議
	全体の流れ(主に１日目)の確認
	スタッフ全員

	11:15
	会場設営
	机・椅子等の設置
	スタッフ全員

	11:40
	昼食
	各自弁当持参。食堂にて
	

	12:20
	受付開始
	名札・フォーラムガイド・基調講演資料を配布
	槇田・梅田

	13:00
	開会式
	
	VLAC・ユース

	   15
	生活オリエンテーション
	この後に記念撮影
	あさぎり寮職員

	   35
	アイスブレイク
	ネクストトゥー・魔法の絨毯
	讃岐ｽｶｳﾄ委員長

	　 50
	フォーラム紹介
	フォーラムの意義や目的について
	家門副コミ

	　 55
	ＶＬＡＣの紹介
	活動内容について
	VLAC

	14:05
	基調講演
	『HHAC2012と、そこから関連するテーマについて』
	森地副コミ

(白川)

	15:15
	リフレッシュメント
	お菓子台を設置
	

	   40
	地区フォーラム報告
	
	VLAC

	16:10
	フォーラム進行上の注意点について
	
	白川

	　 30
	分科会１
	班名・役割を決めてテーマを咀嚼
	

	18:00
	夕食
	
	

	   50
	部屋のチェックイン
	鍵を渡す
	スカウト委員

	19:00
	入浴
	
	

	   45
	分科会２
	問題点と解決策を見出す
	

	20:40
	中間発表
	口頭による
	VLAC

	　 55
	懇親会
	誕生会・スタンツ・茶話会
	ユース・レク係

	21:35
	今日のふりかえり
	班ごとにその日一日を振り返る
	ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

	   55
	消灯(スタッフ会議)
	追加議論などをする場合、大集会室Ａを一部開放
	


第２日　　9月2日（土）
	時間
	内容
	備考
	担当

	6:00
	起床・洗面・部屋の清掃
	清掃チェックはｽｶｳﾄ委員・指導者
	

	7:00
	朝のつどい
	ラジオ体操・スカウツオウン
	ユース

	  25
	朝食
	
	

	8:00
	分科会３
	採択文・アクションプラン・提言文の作成
	スタッフ全員

	10:10
	リフレッシュメント
	お菓子台の設置
	槇田・梅田

	   30
	全体会１
	班ごとに採択文などを発表
	

	11:10
	分科会４
	班の中で採択文などの吟味
	ユース

	   45
	昼食
	
	

	12:30
	全体会２
	全体で採択文などの吟味
	VLAC

	13:45
	リフレッシュメント
	お菓子台の設置
	

	14:15
	次期VLAC選出の話し合い
	６名が仮選出
	VLAC・VS全員

	15:15


	第19回全国スカウトフォーラム参加者選出の話し合い
	２名が仮選出。後に第１～第３候補者が決定する
	VLAC・VS全員

	   25
	アンケート提出・撤収
	
	

	16:00


	閉会式
	参加証を授与。終了後に記念撮影
	VLAC・ユース

	
	第11期VLAC任務終了式
	開会式の中で実施。感謝状を授与
	ユース

	   30
	解散・スタッフおよび新VLAC会議
	諸事項の連絡
	スタッフ全員


経過記録(詳細)　１日目
【開会式】　司会進行：藤原
1.開式の言葉
2.国旗儀礼
3.ソング『花は薫るよ』（尾前）
4.実行委員長挨拶（代理：家門県副コミッショナー)
5.スタッフの紹介（各自）
6.閉式の言葉
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【生活オリエンテーション】　進行：あさぎり寮　職員
【記念撮影】
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【アイスブレイク】　進行（デモンストレーション）：ユース
まず『ネクストトゥー』というゲームを行った。

方法…「○○のとなりの△△です。」「○○のとなりの△△のとなりの☆☆です。」といった具合に順番にニックネームをコールしていく。最後になればなるほど難しくなる。はじめはニックネームのみを順番に言い、次は応用として『好きな食べ物』もコールする。

応用…「●●が好きな○○のとなりの▲▲が好きな△△です。」「●●が好きな○○のとなりの▲▲が好きな△△のとなりの★★が好きな☆☆です。」

時間が出来たので、次に『魔法のじゅうたん』というゲームを行った。

方法…毛布の上にグループ全員が靴を脱いで乗る。手を使わずにその毛布を裏返す。その際、毛布から誰も降りてはいけない。
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【フォーラムの意義・目的について】

進行：家門副コミッショナー

　今回のベンチャーフォーラムのテーマ・目的・意義について説明。

【ＶＬＡＣの紹介】

　第11期ＶＬＡＣメンバーより、自分達の存在意義・１年間の活動紹介・ＶＬＡＣの意味などを説明。
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【基調講演】

　森地　一夫副コミッショナーより、ＨＨＡＣ２０１２および関連するサブテーマについてのお話をいただいた。

なお、HHAC2012についてはボーイスカウト兵庫連盟のＨＰもご覧いただきたい。

http://www.bs-hyogo.gr.jp/activity/2012/hhac2012/index.html

基調講演終了後の10分間は、各班の中で基調講演を聴いて感じた事を話し合った。（ふりかえり）
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【リフレッシュメント】
　議論ではかなりの糖分が消費されるので、お菓子台に十分な量のお菓子・飲み物を用意。

　※お菓子をお菓子台から持ち出さない事。
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【地区フォーラム報告】
※阪神北地区は代表スカウトがこの時点ではまだ到着していなかったため、順番を入れ替えて対応した。
1.尼崎地区（栗波・東）
	尼崎地区テーマ『 Ｄｏ Ｖｅｎｔｕｒｅ 』
‥サブテーマ：実りある“ベンチャー活動” の楽しさを、みんなで！‥
	


前回の評価反省・新議長団の決定
自らの限界を踏まえて…いかだ作り・琵琶湖一周サイクリングの実施
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2.阪神さくら地区（前野・佐々木）

	テーマ…Creating a better world　→『自分達に何ができるのか』
	


『スカウトブック』…ＳＮＳによる交流(団活動紹介・情報共有)・一般に対する周知

『みんなでスカウティング』…一般向けアウトドア体験

　　　　　　　　　　　　　　この活動を通じて、プロジェクトや技能章の取得をめざす
『みんなで医療』…専門家のレクチャーを受ける。救急章の取得をめざす

　　　　　　　　　各団の活動を安全に／普段の生活で活かせるように
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3.神戸地区（藤藪）

テーマ…環境被害や自然災害に備える

採択文『ボランティアヒーローになろう！』
環境被害や自然災害に備え、スカウトとして人の役に立てるような技術や知識を身に着け、実際に行う。

技術・技能の習得／体力作り／ジャンボリー時の交流での人脈作り／地区や団で災害の現状を話し合う
アクションプランとして…ボランティアとして実際に現地へ赴く／ＶＳとしての被災地支援

提言文…環境被害や自然災害に備え、スカウトとして人の役に立てるような技術を身に着けるための講習会等の場を設ける事の依頼／被災地に向かうために必要な物品等の支援の依頼
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4.神戸垂水地区（小森・渡邉）
テーマ…環境被害や自然災害に備える

アクションプラン…地震の恐ろしさを知ってもらうために、また避難の全般的な知識の提供をするための講習会を、防災の関心の高まる3月11日頃に行う。

提言…場所の提供／費用(必要なら)／震災経験者の方に講演をして頂く／参加の呼び掛け

～己の命は己で守れる力を持とう！～
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5.はりま地区（米田）
テーマ…Creating a better world　→『スカウトは何を求められているのか』
活動報告を受け、WOSMの環境バッジへの取り組みを通じ環境について話した。

環境バッジにある５項目…①自分（たち）の手による環境状況の調査

　　　　　　　　　　　　②行政と連携した環境状況の調査

　　　　　　　　　　　　③洗剤を減らす→自然環境に与える影響を減らす、などの知識を得る

　　　　　　　　　　　　④リサイクルの強化・取り組みの呼びかけや発信

　　　　　　　　　　　　⑤災害に備える→情報化・ネットワーク化
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6.姫路地区（糟谷）
テーマ…Creating a better world　→『世界平和のために私達ができる事』
高校生が考える原子力…東日本大震災・計画停電・広島で得た知見
果たして悪なのか？本当に必要なのか？安全性は？

⇒デメリット・メリット双方は存在する

⇒風評等にとらわれないように自分たちが正しい物の判断ができるようになる

⇒そのために、積極的に学ぶ、自分の意見をもつ、メリット・デメリットを考える

「積極的に、知識・情報を吸収し、自らの考えを構築する」　～フォーラムの回数・参加者を増やす～
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7.西播地区（林・福井）
テーマ…23WSJについて
改善すべき点…隊でのスカウト技能が低い。パイオニアリング等をもっと充実させるべき。

　　　　　　　会場への持込物の把握。

　　　　　　　一定の規律を持って行動すべきだった。（ゴミが目立った）
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8.但馬地区（藤原）
出席者が少なく、地区フォーラムが出来なかった。ここで学んだ事を地区での今後の活動に生かしたい。
9.阪神北地区（広瀬・望月）
テーマ…Creating a better world　→『差別を無くす』『エコのために』

差別問題：格差はあってはならない。WSJでは世界中の人と友達になれる。
　　　　　→さまざまな手段で交流し、友達を作ろう！

環境問題：テクノロジー・ゴミ拾い・５Ｒ。ゴミ拾いやエコを呼び掛ける心とは？

　　　　　薪とコンロ、どっちがエコ？→そもそも火を使わない調理をするのが一番効率が良い
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Ｑ：結局、薪とコンロはどっちがエコだったのか？

Ａ：CO2のサイクルのしやすさ的には薪の方が有利。しかし技能を上げれば火は使わなくてもよい？

Ｑ：人種差別の話が出たが、障害者差別については議論したのか？

Ａ：時間が無く、そこまではしていない。
【フォーラム進行上の注意点】
進行：白川ユース委員長

フォーラムガイド（参考資料）を用い、分科会の進め方やフォーラムのルール・第12期VLAC及び第19回全国スカウトフォーラム参加スカウトの選出・アフターフォーラムの存在について言及。

【分科会１】

まずは班名決め・役割分担を行った。班ごとに以下の役割を決めてもらった。

班の議長・書記・食事係・備品係（部屋の清掃やシーツの受け渡しに関する事）・レク係・タイムキーパー（人数に余裕があれば）
なお、以下の職務は兼務禁止とした。
ＶＬＡＣと議長／ＶＬＡＣと食事係／議長と食事係／議長とレク係／食事係とレク係

続いて班ごとに定められたテーマで話し合いを開始した。なお、テーマを咀嚼し問題点を探る所までが目安であるが、具体的な進行やその手法についてはフォーラムガイドに則る事とし、班員およびファシリテーターに任せた。

なお、食事係・スカウト委員・引率指導者は17:40から食事の準備を、レク係は17:40からユースと懇親会の打ち合わせを行った。
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【夕食】
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食事の後、部屋のチェックイン（カギの受け渡し・荷物の移動）を行い、ＶＳ・ＶＬＡＣ・ファシ

リテーター・ユースは班ごとにまとまって入浴。
【分科会２】

基本的には分科会１の続き。目安として、問題点に対する解決策を追求する所まで話し合った。
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【中間発表】　進行：ＶＬＡＣ
各班より、現在の進捗状況を口頭で報告。
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【懇親会】　進行：ユース

誕生月を迎えた方のお祝い・各班＋ユースの出し物（スタンツ）・茶話会・ソング『懐かしの森へ』
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【今日のふりかえり】

グループごとに、ファシリテーターを中心に今日のふりかえりを行った。
なおこの後、議論などのために１階Ａ集会室を開放するか？という希望を班ごとにとり、４班中３班が希望したため、部屋の開放を決めた。

【スタッフ会議】　進行：白川
VLAC、ファシリテーター、ユース、成人スタッフによる会議（今日一日の評価反省）を行った。

経過記録(詳細)　２日目

【起床・洗面・部屋の清掃】

自分達の部屋の清掃を行ってから、荷物を持って退出。なお清掃のチェックはスカウト委員・成人指導者が行った。

【朝のつどい】　進行：ユース
1.ラジオ体操
2.ソング『平和の騎士』（鯛谷）

3.班ごとに分かれてスカウツオウン

4.フォーラムの無事完結を祈り、弥栄（藤澤）
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7:15より、食事係・スカウト委員・成人指導者は朝食の準備にとりかかった。
【分科会３】

この時間内に、班ごとに採択文・アクションプラン・提言文を定めて模造紙にまとめる。なお、時間超過は認めないようにした。
【全体会１】　進行：ＶＬＡＣ
班ごとに発表を行った。
・禿鷹班の報告
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テーマ…自然災害への対処

ネットを利用する。

実際に地震が起きてパニックになって技能が発揮できないと思うので、訓練をする。

場所は地域の小学校を借りる。

提言…団委員長が中心になって手紙やお知らせを地域に流してほしい。

　　　器具の運搬もお願いしたい。

・ロマンティック班の報告
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テーマ…スカウティングとテクノロジー

Twitter、Facebook、原子力、WEBサイト

情報共有に有効・携帯電話への依存・レポートの転用・高度な野営技術の習得離れ

アクションプラン…キャンプストーブの使用する場合としない場合との違いを、実験キャンプをする。結果をＳＮＳを使って拡散する。

提言文…活動への支援。Creating a Better Worldへ→野営技術の向上を目指す。

・ピヨちゃん班の報告
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テーマ…自然災害や環境被害について考える
ボランティア：防災：コミュニケーション

日本は地震が多いので、地震をテーマに議論。

サバイバル講習の実施・避難経路の確認、実際に地震が起これば安全・連絡の確保

採択文…そなえよつねに、地震についてもっと知り、対応できる技能を身につける

アクションプラン…サバイバル技能を防災訓練をスカウト以外の人にも知ってもらうために呼びかけを

し、講習をします。

提言文…講師を呼んでほしい。場所を確保してほしい。機材・運営費用を調達してほしい。

≪質疑応答≫

Ｑ：サバイバルは無人島でやるのだろうが、街中で災害に会っても木が無いから意味が無いのでは？
Ａ：木を燃やすだけでは無い。水を汲む事も必要な技能だ。
Ｑ：サバイバルキャンプと、防災訓練は別々にやるのか？
Ａ：別々にやる。

・朱雀班の報告
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テーマ…ちかいとおきて
制服を着ていなくてもちかいとおきてを実行できるのが本当のスカウトだ！

スカウト同士では挨拶するが、普段でもすれ違った人と挨拶をする。

制服を着ている時と同じように、普段の生活をする。日々の善行の実践。

アクションプラン…ボーイスカウトとしての誇りと自信をもつ・ちかいとおきてを意識したプログラムの実行・おきてをルールと考え一つずつクリアしていく・一日一善何か良い事をして日記をつける・まず自分自身がちかいとおきてを学び、後輩に伝えられるようにする

提言文…ボーイの事からちかいとおきてに関してしっかりと育成できるようにプログラムの実行をする。

≪質疑応答≫

Ｑ：私服で活動する時もあるが、その時は？

Ａ：私服で活動している時でも、活動と意識すればしっかりと活動出来るはず。
Ｑ：プライベートとボーイスカウトのすみ分けをするつもりなのか？

Ａ：プライベートでもちかいとおきてを実践できるのが本来のスカウトなのでは。
Ｑ：プログラムの実施依頼は、ボーイ隊(の指導者)が主導でやってＶＳが参加する形式なのか？
Ａ：自分達がＢＳの活動に参加する事で、後輩にもちかいとおきてを考える大切さを伝えられる。
【分科会４】

全体会１の結果を受け、班内で自分達で定めた採択文・アクションプラン・提言文を吟味。そうして改訂された採択文等を班ごとに黒板に書き込む。

11:30より食事係・スカウト委員・成人指導者は昼食の準備にとりかかった。
【全体会２】　進行：ＶＬＡＣ
フォーラムガイドに従って進行し、各班ごとに出揃った採択文・アクションプラン・提言文を、他班のスカウトの意見を取り入れ、より良きものに近づける作業を行った。なお、作業そのものはＶＬＡＣおよび参加ＶＳで行った。
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　最終的に、以下の採択文が完成した。
	第３１回兵庫県ベンチャースカウトフォーラム　採択文・提言文・アクションプラン

ぴよちゃん班　【自然災害や環境被害に備える】
採択文「～そなえよつねに～　地震についてもっと知り、できる技術を身につける」
アクションプラン
サバイバル技能と地震の防災訓練の講習を一般の人と一緒に行う。
提言文
・事前訓練
・運営費の依頼
・講師の依頼
禿鷹班　【自然災害への対処】
採択文　「One for all, All for one.  ～みんなで備えてよりよい地域を～」
アクションプラン
自分の地区で避難訓練の計画･実行し、その評価反省をして次に２地区以上で互いの地区の評価反省を活かして実施し･･･　これを繰り返すことによって規模を拡大する。
提言文
・自団の隊長および団委員長に他団の隊長、団委員長の連絡先を教えてもらう。
・市役所に話して許可をもらう。
・手紙の配布(幼稚園・小中学校)
・器具の運搬(トラック)
・回覧板の使用
ロマンティック班 【スカウティングとテクノロジー】
採択文「折り合い　with　テクノロジー」
アクションプラン
原点に立ち返ったキャンプを体験し、普段のキャンプと比較する。その上で、テクノロジーについて考える。
提言文
・VSの指導者に実施の申請
朱雀班【ちかいとおきて】
採択文「制服を着ていなくても、ちかいとおきてを実行できるのが本当のスカウトだ！」
アクションプラン
ボーイスカウトとしての誇りと自覚を持つ
①ちかいとおきてを意識したプログラムの実行
②おきてをルールと考え、１つずつクリアしていく
③一日一善！　毎日ちかいとおきての実践して日記をつける
④まず自分自身からちかいとおきてについて学び、後輩に伝えられるようにする。
提言文
・ボーイの頃からちかいとおきてに関してしっかりと育成できるようなプログラムの企画、提供
平成24年9月2日

第31回兵庫県ベンチャーフォーラム　参加者一同




【第12期ＶＬＡＣ選出の話し合い】

ＶＬＡＣおよび参加した全てのＶＳで、主に淺海ＶＬＡＣ代表が進行役となり、第12期ＶＬＡＣの推薦の話し合いを行った。

なお、今回は以下のルールを定めた。

・議論に参加したＶＳの中から選出する

・選出方法は自薦／他薦問わないが、この話し合いに参加しているＶＳから異議が出なければＯＫ

・ここで選ばれたからと言って即ＶＬＡＣに委嘱されるわけではなく、ＶＬＡＣ候補者となるだけである。コミッショナークルーの話し合いを通じ、さらにコミッショナーおよび当該スカウトの所属隊の隊長とが協議をし、双方の承諾が得られた時点で正式に第12期ＶＬＡＣに委嘱される。

40分以上議論を続けたが、東ブロックからまず４名が名乗り出たのみであったので、家門副コミッショナーからも中ブロック・西ブロックからＶＬＡＣが選出される事の重要性を説明。他の参加者の後押しもあり、ようやく中ブロック・西ブロックから名乗り出た。
この時点で選出されたＶＬＡＣ候補者は、以下の通りである。

東ブロック…　尼崎地区　　　尼崎第１団　 栗波　嵩也

尼崎地区　　　尼崎第14団　東　　優花
阪神北地区　　伊丹第11団　広瀬　和之

阪神北地区　　伊丹第11団　望月　哲

中ブロック…　神戸垂水地区　神戸第２団　 渡邉　将玄

西ブロック…　はりま地区　　明石第５団　 米田　烈
後日、コミッショナークルーおよび原隊の隊長との協議により、最終的に６名全員が着任した。
【第19回全国スカウトフォーラム参加スカウト選出の話し合い】

引き続き、全国スカウトフォーラムの参加者選出のための話し合いが行われた。なお、既にＶＬＡＣ候補者に選出された者が、参加スカウト候補者になる権利を有している。

複数名が名乗りを上げ、本人の志望度合い・フォーラムの参加日程などを考慮し、コミッショナークルーの協議の末、下記に示すスカウトが推薦順位１位となった。(9月9日の県連理事会にて承認済み)

神戸垂水地区　神戸第２団　 渡邉　将玄

なお、渡邉ＶＳを代表スカウトとして日本連盟に届出済みである。
【アンケート記入・撤収】

議論に参加したＶＳに、アンケートを記入してもらった。（結果は後述）
【閉会式】　司会：ユース
1.開式の言葉
2.採択文提出(淺海→家門県副コミッショナー)

3.総評(家門県副コミッショナー)
4.参加証授与(白川・各ファシリテーター)

5.VLAC任務終了式(田井)

6.ソング『光の路』（尾前）
7.国旗儀礼
8.閉式の言葉
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参考資料

ＶＬＡＣについて
１．VLACとは何か？

　Venture　Lively　Action　Conferenceの略。『ベンチャー活動を活発にするためのアクションを起こす会議』の意と考えられる。

　2001年10月の第20回兵庫県ベンチャーフォーラムの場で、ベンチャー活動の活性化のために立ち上げられた県下の代表VSによる兵庫連盟独自の組織。2013年度で第12期目となる。
２．構成メンバーについて

　県下の代表VS５～10名程度で構成される。毎年１回開催される県ベンチャーフォーラムの場で、一般参加のVSの中から選出される。その関係で、任期は県ベンチャーフォーラムの直後から、翌年の県ベンチャーフォーラムの日までとなる。なお、再任は妨げない。2012年度（第11期）は10名から成る。

　VLACの代表はVLAC議長(第11期のみ代表)と称し、その他はVLACメンバーと称す。また、県の副コミッショナーや県ユース委員がアドバイザリースタッフとして、必要に応じて助言をする。

３．活動について

　ここ数年は県ベンチャーフォーラム・県ベンチャー活動報告会(2008年度より)での進行や運営が主である。第29回兵庫県ベンチャーフォーラムからは県ユース委員がファシリテーターを担当し、VLACはVS(場合によってはファシリテーター)として各班に入って話し合いを行っている。特に2011・2012年度の県ベンチャーフォーラムでは、議長団として活躍がメインである。

　また、VLACのみで会議を年3～10回程度、不定期的に行い、必要に応じ県ユース委員会に出席することもあった。就任以降、第11期は10回の会議を行った。
　なおVLACメンバー独自で活動を行う事もある。2011年度は東日本大震災の募金活動の他、VLACのみの懇親キャンプを行った。過去最大の行事は、2003年度（第２期）のVLACメンバー主催が主催で行った、県下のVS全員が一同に会するベンチャーエコキャンプの企画から運営である。

　兵庫県以外の活動として、２年に一度開催される全国スカウトフォーラムへの参加者はVLACから選ばれている（特に2002・2010年度はVLAC議長が選ばれている）。

４．選出基準などについて

　これといって特別なものはないが、強いて言えば自主性・積極性・統率力・実行力などが必要。通例、県ベンチャーフォーラムに出席し、その中で特に目立った活躍をしたスカウトが選ばれてきた。

選出者は2010年までは、VLAC・参加指導者・アドバイザリースタッフなど、参加VSにとってはいわゆる『外部の人間』であったが、理想は『参加VSが互選』という方式で選出することである。2011年度は、立候補＋信任投票(≒自らの意思)で、2012年度は第11期VLACおよび参加VS全体の話し合いで選出された。

　また任期中のVLACメンバーには『兵庫県のVS代表である事の誇りと自覚』や、『トップに立って、リーダーシップを発揮してゆく力』が求められると考えられる。
今後の兵庫連盟・日本連盟主催のＶＳが関わる行事について

●今年度

2012年11月23～25日　第19回全国スカウトフォーラム（日連）

2012年12月16日　　　ベンチャー活動報告会
　2013年１月20日　 　　第２回兵庫県ベンチャーアフターフォーラム
　2013年3月20日　 　　富士スカウトを讃える会

●次年度以降
　2013年7～8月　　　 第16回日本ジャンボリー

　2013年夏～秋？　　　第32回兵庫県ベンチャーフォーラム
　2014年8月　　　　　HHAC2014　(Hyogo High Adventure Challenge 2014)
　2014年夏～秋？　　　第33回兵庫県ベンチャーフォーラム
　2014年秋～冬？　　　第20回全国スカウトフォーラム

県ユース委員会について
　2005年度より常設委員会となった、県下の代表ユース年代（18～29歳の加盟員）による組織である。2012年9月現在、県下の各地区のユース委員長を中心に、13名から成る。また、県の副コミッショナーなどがアドバイザリースタッフとなって、必要に応じて助言をする。
　とりわけ今回の県ベンチャーフォーラムでは、県下のユース年代と協力し、ＶＳのサポートを含めた運営の主力となった。
　2012年度の事業計画を下記に示す。

重点目標　１．『ちかい』と『おきて』を意識した県下ユース活動の充実および年代間の連携強化
　　　　　２．県連盟事業への参画と活動展開および県連盟の施策・諸事業および活動への提言
　　　　　３．国際活動および県外における活動の推進
　　　　　４．県下の他の青少年団体との連携
事業計画　１．県下独自のユース年代による行事や、情報交換の場の設立の支援・運営
　　　　　２．第17回兵庫連盟合同野営大会・第1回兵庫ﾊｲｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾁｬﾚﾝｼﾞ2012への参画
　　　　　３．ＶＬＡＣの支援
　　　　　４．各常設委員会への参画と協力
行事計画　１．第1回兵庫ハイアドベンチャーチェレンジ2012への参画および支援
　　　　　２．第17回兵庫連盟合同野営大会への参画および支援
　　　　　３．県ベンチャーフォーラムの支援
　　　　　４．ひょうごユースキャンプの開催
　　　　　５．ベンチャー活動報告会の支援
　　　　　６．県ベンチャーアフターフォーラムの支援
参加者アンケートの結果
【セッションごとに、理解度と気付いた事・感想をご記入下さい。】

●開会式・アイスブレイク　　※気付いた事・感想のみ
・お菓子台で交流できたので、とても良いと思いました。

・楽しかった。

・みんなと仲良くなれて良かった。

・まぁふつうだったと。

・案外むずかしかった。

・アイスブレイクをする事で緊張がほどけてよかったです。

・まだみんなぎこちなかった。

・毛布は必要だったのか？

・長い。

・寒かった。

・初対面ばかりの人の中での緊張がほぐれた。


●基調講演（ＨＨＡＣ２０１２について）
大変良かった　　　　　　　　　　　１名

おおむねわかった・理解できた　　　７名

少しはわかった　　　　　　　　　　４名

理解できない・難しい　　　　　　　０名
・森地さんのお話は分かりやすくて勉強になりました。
・長時間で少々疲れたが、要点は理解できたと思う。

・ボーイスカウトもいろいろできるんだと思った。
・いろんな話を聞けて良かった。

・ちょっとてんこもりすぎてわかりにくかった。
・ＨＨＡＣ行った時の事を思い出せたので楽しかった。

・この夏に凄い事をしていて、びっくりしていました。

・ＨＨＡＣだけでなく、震災の際のことや色々分かった。

・長い。

・ＨＨＡＣは初めて知った。

・ＨＨＡＣの事について前より良く知れたけど、ちょっと難しかった。

●食事・生活面について　　※気付いた事・感想のみ
・食事はおいしかったし、班員と仲良くなれました。

・量がやや多かった。

・おいしかった。

・旨かったし楽しかった。

・食事はとてもおいしかったです。夜は鍋で豪勢でした。

・よかったです。

・テント泊じゃなく部屋もトイレも食事も出て来たのでとても良かった。

・美味しい食事をありがとうございました。

・施設の方をはじめたくさんの方々のお陰でスムーズにできた。

・良かった。

・日ごろキャンプなので最高だった。

・快適だった。


●各地区の地区フォーラムの報告
大変良かった　　　　　　　　　　　２名

おおむねわかった・理解できた　　　９名

少しはわかった　　　　　　　　　　１名
理解できない・難しい　　　　　　　０名

・準備の行き届いた発表もあり感心しました。

・各地区ごとに違った見方があって参考になった。

・他の地区もいろいろな報告だったので興味深かった。
・他の地区の考えとか、やっぱり自分の知識が増えたように思える。

・緊張した。

・みなさんがしっかりできてて感心しました。自分も頑張る。

・色々な地区の報告が聞けてとても良い経験になった。
・どの地区もいい発表でした。
・但馬がフォーラムできなかった分、たくさんのことを吸収できたと思う。
・パワーポイントを使うなど工夫している地区があったのは、参考にしたい。
・パワポ使って、よく調べていると思った。
・同じテーマでもそれぞれ考えの違う事がよく分かった。
●懇親会・朝のつどいについて　※気付いた事・感想のみ

・ちょっとスムーズにいかなかった。

・一番楽しかったです！

・スタンツはなかなかつらかった。

・面白かった。

・素直に楽しめた。

・スタンツの劇は、ストーリー性がなっていなかったと思う。次はもっとマシなものにしたいと思いました。

・懇親会は屋外で火を囲みたい。

・スタンツはいらなかった。

・懇親会は屋外で火を囲んでやりたかったです。

・みんなでうちとけていい雰囲気でできた。スタンツは反省点が多かった。

・楽しかった。

・もうわさびは信じないと心に誓いました。


●分科会（議論した内容について）
大変良かった　　　　　　　　　　　６名

おおむねわかった・理解できた　　　６名
少しはわかった　　　　　　　　　　２名

理解できない・難しい　　　　　　　０名

・もっと意見を出したかった。

・議題が難しかったので結構苦労した。
・難しいテーマでしたが、協力してアイデアを出し合いました。

・サブテーマが難しく、理解するのが大変だった。考えが出しにくかった。

・自分たちのダメなところを意見してもらえてよかった。
・みんなで意見出し合えてよかった。

・かなり深くまで議論できて有意義でした。とても良かったです。

・しっかりできました。

・ついていくのに大変だったけどなんとかついていけた。

・少し急ぎ過ぎた気もしますが班のメンバーやファシリテーターさんのアドバイスのおかげでいい議論が出来ました。

・最初はなかなかしゃべれなかったけど、だんだんうちとけて良い雰囲気で議論できたと思う。

・よくできました。

・良い討議ができたと思う。


●全体会（採択文とその採択の経緯について）
大変良かった　　　　　　　　　　　５名

おおむねわかった・理解できた　　　６名
少しはわかった　　　　　　　　　　２名

理解できない・難しい　　　　　　　１名

・大変勉強になった。

・自分はただ立っているだけだった。次は頑張る。

・みんなでより良い方向にするための充実した会だった。
・もう少し長く時間をとってもよかったと思う。

・やっぱり、人それぞれ見方があって凄いと思った。自分もそういうふうに意見を言えるようになりたいと思った。

・壁にぶつかって、悩む事が多くありました。まだやりたいこと、言いたかった事も、正直たくさん残ってます（笑）

・初めはおとなしかったが、徐々に意見が飛び交っていたのでよかった。
・相手に意見しようとしてもあまり気付かず、意見できなかったのでだめだった。

・とても内容が難しかったです。質問の内容が途中で分からなくなるなど、とても大変でした。

・話について行くのがやっとで意見を考えるのが大変だった。
・どの班のときもしっかり話し合えていて良かったです。

・少し怖いと思うくらいみんなあつくなって良かったと思う。

・最後には皆さん議論するようになって良かったと思います。ちと遅かったかもしれないけど、もっと意欲を持ってがつがついったらよかったかも。

【ＶＬＡＣ・ファシリテーターについての評価】
良い　　　　　　　　　　　　　７名

おおむね良い　　　　　　　　　４名

いまひとつ　　　　　　　　　　１名

良くない　　　　　　　　　　　１名

・たのしかったです。

・もう少し意見を出せれば良かった。
・色々とサポートしていただいて助かった。
・たくさんサポートしてくれてありがたかった。
・めっちゃ楽しかった。

・参加者側であってもＶＬＡＣという難しい役割でした。今もやったこと全てが良い事であったかどうか分かりませんが、私は楽しかったです。

・自分達の分かんない所にアドバイスをくれたり、面白い事を言って場を盛り上げてくれてよかった。
・話もしやすく相談しやすくて、良かったと思います。
・しっかりサポートしていただき、ありがとうございます。

・場の雰囲気を盛り上げてくれたりしたのが良かった。

【この経験を、どのように活動に生かしてゆきたいですか？】

・地区ベンチャーに持ち帰って、活動の質を高められれば。(尼崎)

・ディベート。(西播)

・自分の隊や地区に持ち帰って話をしたりして今後のスカウト活動への意欲を高めたい。(阪神さくら)

・今後、地区でもっとフォーラムをしたいと思った。(姫路)

・今後の人生。(神戸垂水)
・地区での議論の場で生かしたい。(西播)

・いままで、会議をしても意見する事がなかったから今後活用したい。(西播)

・知らない人から広がる人の和を感じれた。どんどん知らない人とも話したい。(神戸垂水)

・県フォーラムのようないつもよりもレベルの高い議論はとてもいい経験だと思いました。もっと議論に慣れたいです。(阪神北)

・原隊の人に伝える。地区の人にも伝える。(はりま)

・普段の会議の意見をワンランク上のものにしたい。(阪神さくら)

・地区会議などで話し合う時に生かしたいです。(神戸垂水)

【フォーラムの運営・進行についての評価】
良い　　　　　　　　　　　　　５名

おおむね良い　　　　　　　　　７名
いまひとつ　　　　　　　　　　１名

良くない　　　　　　　　　　　０名

・不満は全くなくてよかった。
・かなり立ち止まる事もあったが良かったと思います。

・全体の流れがスムーズだった。
・たまにグダってた。
・混乱しなかったからよかったです。

【今回の県ベンチャーフォーラムに参加して、得たものはありましたか？】

多かった　　　　　　　　　　　１１名

どちらかと言えば多かった　　　２名
どちらかと言えば少なかった　　１名

無かった　　　　　　　　　　　０名

【その他のご意見】

・ありがとうございました！！

・ＶＬＡＣにとてもあこがれました。

・もっとキレイな施設でやってほしい。フォーラムをもっと早く終わらせてほしい。

・ＶＬＡＣ頑張ります。至らぬ所多々あると思いますが、やるからには本気で取り組むので宜しくお願いします。

参加者名簿

	
	班
	氏名
	地区
	所属団
	性別
	学年
	備考

	参加ベンチャースカウト
	禿鷹班
	東　優花
	尼崎
	尼崎第14団
	女
	高１
	第12期VLAC

	
	
	佐々木 優汰
	阪神さくら
	西宮第３団
	男
	高１
	

	
	
	小森　勇輔
	神戸垂水
	神戸第２団
	男
	高２
	

	
	
	米田　烈
	はりま
	明石第５団
	男
	高２
	第12期VLAC

	
	
	田路　正典
	西播
	宍粟第３団
	男
	高３
	第11期VLAC

	
	ロマンティック班
	前野　大也
	阪神さくら
	西宮第１団
	男
	高１
	

	
	
	森永 真生子
	神戸垂水
	神戸第39団
	女
	高３
	第11期VLAC

	
	
	糟谷 真彩子
	姫路
	姫路第16団
	男
	高１
	

	
	
	尾前　竣哉
	西播
	宍粟第３団
	男
	高３
	第11期VLAC

	
	ピヨちゃん班
	望月　哲
	阪神北
	伊丹第11団
	男
	高１
	第12期VLAC

	
	
	藤藪　彩
	神戸
	神戸第55団
	女
	高２
	第11期VLAC

	
	
	渡邉　将玄
	神戸垂水
	神戸第２団
	男
	高２
	第12期VLAC・19SF参加者

	
	
	林　和輝
	西播
	宍粟第３団
	女
	高２
	

	
	朱雀班
	栗波　嵩也
	尼崎
	尼崎第１団
	男
	高１
	第12期VLAC

	
	
	広瀬　和之
	阪神北
	伊丹第11団
	男
	高１
	第12期VLAC

	
	
	福井　花菜
	西播
	宍粟第３団
	女
	高２
	

	
	
	藤原　璃沙
	但馬
	養父第１団
	女
	高３
	第11期VLAC

	参加指導者
	宮井　達也
	尼崎
	川西第６団
	男
	
	地区副コミッショナー

	
	小野　徳之
	神戸垂水
	神戸第２団
	男
	
	ＶＳ隊長

	
	川嶋　明廣
	神戸垂水
	神戸第70団
	男
	
	地区コミッショナー

	
	相良 三千夫
	はりま
	明石第２団
	男
	
	地区副コミッショナー

	
	糟谷　晃弘
	姫路
	姫路第16団
	男
	
	地区団担当コミッショナー

	
	岡田　正義
	西播
	宍粟第３団
	男
	
	ＶＳ隊長

	県ユース　委員会
	白川　龍彦
	神戸垂水
	神戸第43団
	男
	
	県ユース委員長

	
	田井　勇輝
	尼崎
	神戸第70団
	男
	大２
	県ユース副委員長

	
	伊澤　悠平
	神戸
	芦屋第３団
	男
	大４
	県ユース委員

	
	入江　精
	姫路
	姫路第７団
	男
	
	県ユース委員

	ユース年代
	鯛谷　昭史
	神戸
	神戸第65団
	男
	
	県国際委員

	
	藤澤　拓也
	神戸
	神戸第65団
	男
	
	第2・3期VLAC

	
	岡田　章
	神戸垂水
	神戸第70団
	男
	大５
	地区ユース委員

	ファシリテーター
	淺海　定人
	阪神北
	川西第１団
	男
	大１
	第11期VLAC

	
	槇田　真吾
	神戸
	神戸第17団
	男
	大１
	第10期VLAC

	
	野瀬田 和城
	はりま
	明石第２団
	男
	大１
	第10期VLAC

	
	梅田　華奈
	はりま
	柏原第１団
	女
	高専4
	第9・10期VLAC

	県スカウト
	玉井　登
	淡路
	洲本第１団
	男
	
	県スカウト委員

	県コミッショナークルー
	清水　秀彦
	尼崎
	尼崎第14団
	男
	
	県コミッショナー

	
	家門　秀行
	尼崎
	尼崎第26団
	男
	
	県副コミッショナー

	
	森地　一夫
	阪神さくら
	西宮第３団
	男
	
	県副コミッショナー

	
	大古　和子
	神戸
	神戸第33団
	女
	
	県副コミッショナー

	
	高橋　正幸
	神戸
	神戸第23団
	男
	
	県副コミッショナー


白川　龍彦　県ユース委員長（神戸第43団ＲＳ）より
　私は県ユース委員会として県ベンチャーフォーラムの運営に携わるのは４回目になりますが、今回のフォーラムを一言で表すならば『変革』であると言えます。

　一昨年の夏に開催された第29回県ベンチャーフォーラムでは、私はＶＳ時代に参加した県フォーラムを理想に掲げ、県ユース委員長としてファシリテーター兼全体進行を担当しました。しかしその時に『このフォーラムはまだまだ改善しなければならない』と強く感じました。

私は当時の代表ＶＳと共に第18回全国スカウトフォーラムへ行き、フォーラムアドバイザー(今回のフォーラムで言うファシリテーター)として奉仕しました。そこでただＶＳへの助言をするだけではなく、全国規模のフォーラムの運営方法を学び、県へのフィードバックを果たそうと誓いました。
　荒天のため前年度の第30回県ベンチャーフォーラムは日程が短縮となり、『明確なアクションプラン・採択文の作成』『ＶＬＡＣの一本釣りの廃止』といったある程度の改革は果たしましたが、やはり深い議論をするには１日と言う時間はとても短かったです。
　幸いにも今回は１泊での実施が実現でき、また参加条件を厳しくした事で人数が減った代わりに、参加者のモチベーションの上昇と、地区フォーラムの実施率の増加にもつながりました。何より、集まったスカウトをすぐに仲良くさせられる『事前の班分け』『アイスブレイク』『明確な休憩時間の設置』など、全国フォーラムで取り入れた良い所を活かすことができ、全国フォーラムにおける改善すべき所も見つかった事が最も大きな収穫でした。
　もちろん、反省すべき事も多くあります。特にセレモニーに関する点、けじめをつける・つけさせるという点ではまだまだだと思います。フォーラム本体である議論に注力し、周りが見えなくなってしまうのも、今後改善が必要な事項でしょう。

　また今回はＶＬＡＣメンバー及び代表スカウトは、一本釣りや単なる立候補ではなく、全員参加型の話し合いで候補者を選出しました。毎年言える事ですが、この方法で良いかどうかは１年間たってみるまで分かりません。第12期ＶＬＡＣの１年後の姿を見て、判断されるべきことではないでしょうか。
　ともあれ、まずは実践躬行です。参加したＶＳが今回のアクションプランを実践できるよう、原隊・地区の皆様はぜひとも、彼らの支援にご協力をお願いします。そして全国スカウトフォーラム参加者の渡邉ＶＳをはじめとした、第12期ＶＬＡＣの皆様が率先してこの採択文を実施でき、県下のＶＳを導いて行ける存在になれるように、我々も支援は惜しみません！
　文末になりましたが、僅かな時間を見つけては共にフォーラムの運営に邁進した県ユース委員・ユース年代の皆さん、ＶＳが濃い議論ができるよう献身的に奉仕してくださったファシリテーターの皆さん、まだまだ未熟である我々に適切なアドバイスを下さったコミッショナークルーの皆さん、裏方としてハード面でご尽力いただいた玉井スカウト委員・参加指導者の皆さん、新たな気付きと発想を与えてくれた参加ＶＳの皆さん、そして今回の採択文策定に最も尽力した第11期ＶＬＡＣの皆さん、多々ご迷惑をおかけする事もありましたが、本当に感謝しております。この場をお借りして、御礼申し上げます。

『ベンチャー活動報告会』と『ベンチャーアフターフォーラム』で、またお会いしましょう！
伊澤　悠平　県ユース委員（神戸第54団ＲＳ）より

初のフォーラム奉仕にあたり、どのような雰囲気で行われるのか楽しみでした。参加者同士のコミュニケーションの場としては、良好な環境であったと思います。
　ただ、話し合うテーマが本人たちにとって興味をいだけるような内容・議題だったのか、また、全国フォーラムとの整合性を考えた上での事とは言え、漠然としたテーマを押し付けるような運営が適切だったのかといった疑念は尽きません。そのような中にあっても、煌めく感性でひねり出した彼らなりの答え、というものはとても興味深く感じられました。
藤澤　拓也　運営スタッフ（神戸第65団ＶＳ副長）より

私は班につくファシリテーターの評価だったのですが、自分自身もファシリテーターとして参加したことがあるのですが、班員（参加スカウト）が年によって色合いが変わり、その対応も難しく、ファシリテーターになるスカウトは、冷静にスカウトを見ることもさることながら、班の流れを邪魔しないような、微妙なコントロールが必要であるが、それはあくまでも指針であり、スカウトたちに寄り添う形で、スカウトの等身大で、ぶつかってこその討議ができることにより、ベンチャー自身も感化されて、よい方向に向かっていた。ファシリテーターの評価も、アドバイスもさることながら、いいことを主に考えました。負を1つに対して、正を3つ言うを心がけましたが、自身の考えはあまり、悪いことはない、事前研修もあり、あまり変な方向にはなってませんでした。当たり前のようなんですが、やりたいことがある。なら、どうしたらやれるようになるか、またなにが足りないのか、それを考えて、実行に移す。それを討議という形で、ベンチャー自身が気づいてくれることが目的ではないでしょうか。地区でも、知らないスカウトがいて、県にはもっといろんなスカウトがいる、その出会いの場として、フォーラムのあるべき姿かと感じました。
運営の面では、自身の技量の低さが目立ちました。式典の細かなところの正確さや、スケジュールの把握など、全体を見通す動きができていませんでした。楽しくできたことはよかったです。参加したベンチャースカウト達が、「また参加したい、参加したスカウト達といろんなことがしたい！」と思えることがよりよいフォーラム、またその先に自分たちが次につなげてくれるかと信じています。以上です。乱文ですが、ご容赦ください。
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